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論文審査要旨（600～700字程度） 

本研究は工場排熱や太陽光など多様なエネルギー源を用いて駆動でき，さらに高効率化が期待できるルー

プ管型熱駆動熱音響冷凍機に注目して，その性能を数値計算によって最適化したものである．このタイプの

熱冷凍機はこれまで，その設計パラメータの多さから最適化がなされてこなかったのに対して，本研究では

まず，性能を数値計算する手法を確立し，その手法の有効性を確認した．次に，この手法を用いて多数の計

算を実行し，５つのパラメータの同時最適化を実現した．その結果，これまでの研究で得られていた第２法

則効率 8%を 24%まで向上できることを示した．この値は廃熱や太陽光駆動冷凍機として実用化が検討でき

るレベルで高い．また，実機を製作する際に問題となりうるスタックの構造にも注目をした．現時点での技

術レベルで製作が容易な，しかし，効率の低下を招く可能性のあるスタックの構造が効率にどの程度影響を

与えるのかについても数値計算を用いて検討した．その結果，スタック構造が効率に与える影響はそれほど

大きくなく，数％であることを示した．これら知見は親環境性，長寿命の熱駆動冷凍機の提案となり，熱音

響機器の研究に寄与するだけでなく，エネルギーの有効利用が近々の課題である現代社会にもメリットを与

える可能性がある． 

以上のように，本論文は，多くの新しい知見を有すること，論文の内容，構成および公表論文数などから，

本学位論文審査委員会は，全員一致して，本論文が博士(工学)の学位論文として十分価値があるものと判断

し，合格と判定した． 
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